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（
有
料
広
告
）

固
定
資
産
税

　

課
税
台
帳
の
閲
覧

●
平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
と
き
／
４
月
２
日
㈪
～
平
成
25
年

３
月
29
日
㈮

●
対
象
／
①
出
雲
市
に
固
定
資
産
を

所
有
す
る
人
、
ま
た
は
所
有
す
る
人

と
同
一
世
帯
の
親
族
、
②
出
雲
市
に

固
定
資
産
を
所
有
す
る
人
と
そ
の

固
定
資
産
に
つ
い
て
賃
貸
借
契
約

を
結
ん
で
い
る
人
、
③
破
産
管
財
人

な
ど
固
定
資
産
を
処
分
す
る
一
定

の
権
利
を
有
す
る
人

※
こ
れ
以
外
の
人
の
場
合
、
①
に
つ
い

て
は
所
有
者
、
②
に
つ
い
て
は
契
約

者
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
持
参
品
／
本
人
と
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
、
写
真
付
住
基

カ
ー
ド
な
ど
）。
②
の
人
は
契
約
書
、

③
の
人
は
管
財
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
も
の
。

※
な
お
、
委
任
を
受
け
る
場
合
は
、
納

税
者
の
自
筆
押
印
に
よ
る
委
任
状

が
必
要
で
す
。

●
手
数
料
／

　

閲
覧
・
写
し
の
交
付
の
場
合
は
１
件

２
０
０
円
（
３
枚
ご
と
）

※
な
お
、
４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

の
閲
覧
の
み
の
場
合
は
無
料
。

●
閲
覧
場
所
・
お
た
ず
ね
／
本
庁
資
産

税
課
（
☎
㉑
６
６
６
７
）、
各
支
所

税
務
担
当
課

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

●
平
成
24
年
４
月
以
降
、
新
た
に
森
林

の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、

届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
対
象
者
／
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土

地
を
新
た
に
所
有
し
た
方
（
面
積
の

規
模
に
関
係
な
く
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
）

●
届
出
期
間
／
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

●
届
出
先
・
お
た
ず
ね
／
森
林
政
策
課

（
☎
㉑
６
３
８
９
）

シ
カ
捕
獲
を
実
施
し
ま
す

●
と
き
／
４
月
８
日
㈰
～
29
日
㈰

●
と
こ
ろ
／
出
雲
北
山
山
地

●
内
容
／
農
作
物
等
の
被
害
防
止
及

び
頭
数
管
理
の
た
め
、
猟
銃
や
わ
な

に
よ
る
シ
カ
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

●
期
間
中
は
危
険
で
す
の
で
、
入
山
・

登
山
の
際
は
鈴
な
ど
音
の
鳴
る
も

の
を
身
に
付
け
、
登
山
道
か
ら
外
れ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
森
林
政
策
課
（
☎
㉑

６
２
７
９
）

平
田
船
川
汐
止
堰
運
用
開
始

に
伴
う
船
舶
の
航
行
規
制

●
規
制
期
間
／
４
月
１
日
㈰
～
10
月

５
日
㈮

●
４
月
１
日
か
ら
平
田
船
川
汐
止
堰

（
平
田
船
川
河
口
か
ら
約
７
０
０
ｍ

上
流
）
の
運
用
開
始
に
伴
い
、
今
後

毎
年
４
月
１
日
か
ら
10
月
５
日
の

間
、
船
舶
は
こ
の
汐
止
堰
を
通
過
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

●
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
斐
伊
川
沿
岸
農
業

水
利
事
業
所
（
☎
�
７
４
４
０
）、

国
営
農
業
用
水
対
策
室
（
☎
㉑

６
３
５
７
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
が
い
児
福
祉
手
当

特
別
障
が
い
者
手
当

●
心
身
に
中
度
か
ら
重
度
の
障
が
い

を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
は
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
申
請
で
き
ま
す
。

　
【
４
月
か
ら
月
額
／
１
級
・
５
０
，

４
０
０
円
、
２
級
・
３
３
，５
７
０
円
】

　

ま
た
、
日
常
生
活
で
常
時
の
介
護
を

必
要
と
す
る
児
童
は
、
障
が
い
児
福

祉
手
当
が
申
請
で
き
ま
す
。

　
【
４
月
か
ら
月
額
／
１
４
，２
８
０

円
】

　
（
児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
は
受
給

で
き
ま
せ
ん
。）

●
20
歳
以
上
の
方
で
心
身
に
著
し
く

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
方
は
特
別
障
が
い
者
手
当
を
申

請
で
き
ま
す
。【
４
月
か
ら
月
額
／

２
６
，２
６
０
円
】（
施
設
入
所
、
も

し
く
は
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

中
の
場
合
は
、
受
給
で
き
ま
せ
ん
。）

※
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
要
件
あ
り
。

●
申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／
福
祉
推
進

課
（
☎
㉑
６
９
５
９
）、
各
支
所
福

祉
担
当
課

「
市
指
定
ご
み
袋
」
販
売

場
所
を
追
加
し
ま
す

●
４
月
１
日
か
ら
、
斐
川
地
域
に
あ
る

斐
川
・
荘
原
・
出
東
の
各
郵
便
局
で

「
市
指
定
ご
み
袋
」
を
販
売
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
環
境
生
活
課
（
☎
㉑

６
９
８
８
）

斐
川
町
枝
葉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

休
止
の
お
知
ら
せ

●
４
月
１
日
㈰
か
ら
、
斐
川
町
枝
葉
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
斐
川
町
直
江
）

の
受
付
を
休
止
し
ま
す
。

●
今
後
は
、出
雲
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（
芦
渡
町
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
環
境
生
活
課
（
☎
㉑

６
９
８
８
）、
斐
川
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
�
９
１
０
１
）

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
届
出
書
の
縦
覧

●
縦
覧
期
間
／
６
月
18
日
㈪
ま
で

（
有
料
広
告
）
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高齢者福祉タクシー利用券を
交付しています

高齢者福祉タクシー利用券を
交付しています

高齢者福祉タクシー利用券を
交付しています

対象地域 出雲・平田・湖陵・大社地域にお住まいの方
※外出支援事業を行っている佐田・多伎・斐川
　地域にお住まいの方を除きます。

助成内容 年間１２，０００円（５００円×２４枚）分の利用券を交付

対象世帯 ７０歳以上の高齢者のみの世帯で、次のすべてに該当する世帯
○自家用車を所有していない
○自宅から最寄の駅・バス停留所まで５００ｍ以上の距離がある
○住民税非課税
※福祉タクシー事業の助成を受けている世帯を除きます。

申請方法 印鑑をお持ちのうえ、高齢者福祉課または
各支所健康（市民）福祉課で申請をしてください。
（郵送による申請も可）
※申請書は市ホームページからダウンロードできます。　　　　　
　なお、すでに利用券の交付を受けている世帯については
　個別に案内します。

駅・バス停留所から遠くに居住する高齢者の方の生活範囲を
広げ、生活の利便性の向上や社会参加を促進するため、

タクシー利用券を交付しています。

おたずね／高齢者福祉課 TEL ２１－６９６７

（
有
料
広
告
）

●
対
象
図
書
／
生
鮮
食
品
お
だ
斐
川
店

の
駐
車
場
に
関
す
る
変
更
届
出
書

●
縦
覧
場
所
・
お
た
ず
ね
／
産
業
振
興

課
（
☎
㉑
６
５
７
２
）

出
雲
都
市

計
画
変
更
図
書

（
出
雲
市
決
定
）
の
縦
覧

●
対
象
図
書
／
出
雲
都
市
計
画
公
園
、

ご
み
処
理
場（
出
雲
市
）【
名
称
変
更
】

●
縦
覧
場
所
・
お
た
ず
ね
／
都
市
計
画

課
（
☎
㉑
６
７
４
４
）

公
共
下
水
道
供
用
開
始

告
示
の
縦
覧

●
縦
覧
期
間
／
４
月
２
日
㈪
～

●
対
象
図
書
／
下
水
道
供
用
開
始
区

域
を
示
す
図
書

●
縦
覧
場
所
・
お
た
ず
ね
／
上
下
水
道

局
下
水
道
建
設
課
（
☎
㉑
２
２
２
８
）

島
根
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
改
正
石
綿
救
済
法
の
施
行
】

●
「
特
別
遺
族
給
付
金
」
の
請
求
期
限

が
、
平
成
34
年
３
月
27
日
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

●
ま
た
、
支
給
対
象
が
、
平
成
28
年
３

月
26
日
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
労
働

者
の
ご
遺
族
の
方
へ
と
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

●
お
た
ず
ね
／
島
根
労
働
局
労
災
補

償
課
（
☎
０
８
５
２
㉛
１
１
５
９) 

【
求
職
者
支
援
制
度
】

●
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
が
、

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
早
期
再
就
職
を
実
現
す
る
た

め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
再
就
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
無
料
で

受
講
で
き
、
収
入
、
資
産
等
の
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
「
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
雲

（
☎
㉑
８
６
０
９
）

【
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
全
面
施
行
】

●
７
月
１
日
か
ら
、
改
正
育
児
・
介
護

休
業
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

●
従
業
員
数
が
１
０
０
人
以
下
の
事

業
主
に
も
、
①
短
時
間
勤
務
制
度
、

②
所
定
外
労
働
の
制
限
制
度
、
③
介

護
休
暇
制
度
が
適
用
さ
れ
、
就
業
規

則
や
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
改
正

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／

　

島
根
労
働
局
雇
用
均
等
室
（
☎

０
８
５
２
㉛
１
１
６
１)

【
業
務
改
善
助
成
金
】

●
事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
、

計
画
的
に
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上

げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
就
業
規

則
の
作
成
、
労
働
能
率
の
増
進
に
資

す
る
設
備
等（
例
：
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
）

の
導
入
、
研
修
等
の
実
施
に
か
か
る

経
費
の
１
／
２
（
上
限
１
０
０
万
円
）

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

●
お
た
ず
ね
／
島
根
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
８
５
２
㉛
１
１
５
８
）

西代自治会／
太鼓・祭衣装等整備

赤塚自治会／
吉兆幡・太鼓整備

多井獅子舞保存会／
太鼓・祭衣装等整備

おたずね／自治振興課　ＴＥＬ ２１－６６１９

（財）自治総合センターでは、
宝くじの普及広報事業受託収入を
財源として、地域で行われるコミュニティ
活動の助成事業を進めています。

一般コミュニティ助成事業

平成２３年度の助成事業として、採択を受けた
６団体のうち次の3団体が事業を完了されました。

平成 23年度
コミュニティ助成事業実施結果

平成23年度
コミュニティ助成事業実施結果




